
【学校教育目標】 育てよう！未来を広げる「賢さ」「優しさ」「逞しさ」 － ふるさと名護屋をステージに －  

 

 

 

 

 

                                                                     

 

 

長い夏休みが終わり、８月２６日から学校がスタートし、今日、始業式を迎えました。大きな事件や

事故などに巻き込まれることなく、元気に過ごすことができたようです。学校が始まってすぐ、台風で

休校になり、出鼻をくじかれましたが、気持ちを新たに、スタートしたいと思っています。 

 長い２学期、「修学旅行・バス校外学習」「運動会」など大きな行事をはじめ、様々な学習や活動がた

くさんあります。どれも子どもたちの成長につながる大切な機会となります。各行事や学習、活動を充

実したものにし、子どもたちの成長に繋げていくように職員一同頑張っていきたいと思います。  

保護者の皆様には、いろいろな面でご協力をお願いするかと思いますが、２学期もよろしくお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名護屋小学校 学校だより No.6 

   文責 校長 松岡 竜四郎 

長子配付 

夏休みの終わり、８月２０日、２１日の２日間、「鎮西町宿泊体験活動」

が波戸岬少年自然の家で開催されました。公民館の主催事業で、名護屋小、

打上小、加唐小の５年生２９人が一泊二日の活動に臨みました。 

一日目は、野外炊飯でカレー作りにチャレンジしました。まき割り、火

おこしや野菜のカットなど、班のみんなと協力しながらカレーライスを作

り上げました。夕方には、３校それぞれの紹介をし合い、盛り上がりまし

た。 

二日目は、カッター体験にチャレンジしました。１０㎏以上ある櫂を二

人一組で持ち、掛け声に合わせて漕ぎました。最初は、動きがばらばらで、

うまく漕げなかった子どもたちでしたが、心を合わせて漕げるようになり、

大きなボートが力強く進んでいました。「きつかったけど楽しかった。」「い

い経験ができた。」「進んだ時は、嬉しかった。」などの感想が発表され、貴

重な体験ができたことがうかがえました。 

将来教員を目指す大学生がボランティアとして小中学校へ派遣される事業

があります。９月２日から６日までの間、藤田日奈子さん（佐賀大学３年生）

が名護屋小学校にボランティアとして来てくださいます。子どもたちと一緒に

遊んだり、給食を食べたりしながらいろいろとお手伝いをしてもらおうと思っ

ています。また、藤田さんにとっても良い経験になることを願っています。 

まき割りをしました。初めて体験する子が

多かったのですが、コツを掴み、上手に割

れるようになりました。 

みんなで作ったカレーを、みんな

で食べました。とてもおいしかっ

たです。私も３杯食べました。 

指導員さんにビ

シビシ指導して

もらいながら、

最後はしっかり

漕げるようにな

りました。よい

経験になったよ

うです。 


